























































































































































































































































































































　なお，近年のグロスマン再評価として，Rick	Kuhn,	Henryk Grossman and 
the Recovery of Marxism, University	of	Illinois	Press,	Urbana	and	Chicago	
2007という浩瀚な伝記がでた。また，その略伝は，拙著『増補恐慌論史序
説』梓出版社　1984年，139−40ページを参照されたい。
（３）佐藤金三郎『「資本論」と宇野経済学』新評論　1968年，25ページ。
（４）Grundrisse.,	S.	21,	MEGA	Ⅱ/1.	1,	S.	36.
（５）青才高志「プラン問題をめぐる諸見解―佐藤金三郎氏の死を悼んで」，信
州大学『経済学論集』第28号，1991年，63ページ。
（６）同上，66ページではC.と誤記されているので，訂正した。
（７）同上，67ページ。
（８）同上，84ページ。引用に際し［　］内の脱字を補った。
（９）佐藤金三郎「『経済学批判』体系と『資本論』―『経済学批判要綱』を中
心として」『経済学雑誌』第31巻第５・６号，1954年，58ページ。
（10）久留間鮫造『増補新版恐慌論研究』1965年，大月書店　1965年，37ペー
ジ。
（11）宮崎犀一『経済原論の方法』上，未来社　1970年，156ページ，356−7ペ
ージ。
（12）これについては，佐々木隆生「『経済学批判』のプラン後半体系をめぐる
論争」『資本論体系』第８巻，有斐閣　1985年，318−332ページ。また，プ
ランが現代資本主義分析の指針となる例示として，村岡俊三「現代のグロ
ーバリゼーションと帝国主義」『マルクス・エンゲルス・マルクス主義研
究』第50号，八朔社　2009年１月。
　プラン問題を意識した現状分析の一例として，拙稿「資本主義発展段階
におけるグローバリゼーションの歴史的位置」『経済志林』第77巻第２号を
参照されたい。
